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InfluenceofShorttixneconcenirationofheadingSpomm
intensesummerheatont i lequal i tyofr icemlargescale

armerIspaddyfield
OsamuMatsumura*!andHiromichiYamaguchi*２

Summary

Theactualconditionthathea(Ungspoutofpaddyricewasconcentratedonashorttimemthelarge-scale
ftlrmerwascleared.ThematherthatsuchactualconditionwasthecausetoloselileqUaliWofbrownricewas
cleared.Thisinvestigationwascarriedoutinl999yeax'sand2000.Thefarmerwhichbecameaninvestigation
objectisthelarge-scalericegrowingfarmerinNiigataPrefectureJoetsuCity.Headspouttermandbrownrice
qUalibrwerecheckedabout!iKoshihikari''and"KinUhikariM.
l)Thetranspl"ntingworkwascontinuedfOrabouttwoweeks.Butabout６０%oftllewholeconcentratedthe
headingspouttermofpaddyriceinl999on２daysofAugust２-３.About７０%oftheWholeconcentratedashort
termonJuly29-30fOr2000years.Itbecameclearthatthedrasticworktermconcentrationofpaddyrice
occurredinthelarge-scalefarmerfromtheseresults.Aperiodfromthetransplantingtotheheadingspoutwas
hightemperaturebothml９９９andin２000.Theconcentrationoftl1eheadmgspoutbecamemoreremarkablein
lileyearofsuchhightemperamre.TheshortFtermconcentrationoftheheadingspoutwasdrasticfbrespecially
2000years,andonlythewidthoftheheadspoutperiodfor4dayscouldbesecuredWhnetiletransplantingterm
contimledhrabout2weeks.
2)Becauseofconcentratedheadingspout,paddyfieldsforharvesttobedelayedappearedinmany.Whena
harvestwasdelayed,theoccurrencesofthecheckricemcreased,andtheqUahtyofthericefendown.Whena
harvestwasdelayed,notcheckricebutalsosproutingricewereoccurred.Asfbrtheoccurrenceofpreharvest
sproutmg,termsofweatherbecametriggersinsuchcasesasrain.Whenitwascroppedearly,therewasno
changeinthegreatbrownriceappearancequality.About４０%ofplantedmediumvarieWfieldswereestimated
fOrdecreasingmricequanty.
3)Worktermdispersionisnecessarymtheverybiglarge-scalericegrowingfarmer.But,itwasdifficultto
dispersetileheadingspoutsknlfunywiththewidthofthetransplantmgtimefOrabouttwoweeks.Directseeding
cultivalionwmbeabletoinhfoducetheeffectivetechnologywhichdelaysaheadingspout.Andconbmationaluse
ofothermethodssuchasdelaymgtransplantingtimeorsowingtime,changingseedlingleafstage,introducing
variousplantmgdensityarealsousefill.
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実施した所内での出穂|幅拡大試験でも移植栽培と組
み合わせた場合の直播栽培の出穂遅延効果が大きい
ことが認められた．今後，大規模稲作農家ではこの
ような手法の導入を図り，作期分散による作業の平
準化と米品質の確保を実現していく必要があろう
直播や品種ほどの大きな効果はないものの，乳苗や
稚苗，中苗などといった苗の種類（葉齢）によって
も出穂期は変動し，中苗は稚苗より１～３日早くく')，
ポット苗，中1¥i１稚苗，乳苗の順に出穂が早くなる
ことが明らかにされている('1).さらに，今回確認し
たように栽植密度や繭立密度を変えることによって
も出穂期幅の拡大は可能である現実には極端な疎
植や密植は収量・品質確保や機械作業の点で実施が
難しいが,I幅広い植付株密度の設定が可能な田植機
も普及しつつある．今後，こうした細かな栽培的手
法も取り入れ，作期幅を広く設定していくことも重
要と思われる．新潟県や富山県では近年，７月末の
高温期に発生しやすい白未熟粒の多発による品質低
下を回避するため，移植時期を５月上旬から中旬へ
と遅延させる指導を実施しているが，地域によって
はその一環として，育苗施設からの苗供給時期の繰
り下げや用水の配水時期の繰り下げ等の措置を行っ
ているところもある．このような措置，特に配水時
期の繰り下げは，大規模農家にとって早い時期の水
稲移植が事実上不可能になることを意味し，作期の
拡大がより一層難しくなってしまう．最近の水稲作
を巡る以上のような情勢からも，今後大規模稲作農
家における作期拡大の技術戦lll各を早急に打ち立てて
いく必要があろう．

れた．
刈り遅れの場合の品質低下の主要因は胴割れ米で
あったが，収稚時期の天候条件によっては,2000年
のキヌヒカリのように穂発芽粒が発生することもあ
り，これらの被害粒発生を回避するため早刈り～適
期収穫を行う必要があると考えられたそれととも
に，これら被害粒が生じる気象的要因であるフェー
ンや降雨は，水稲が被害を受けやすい生育ステージ
にある段階に遭遇したll*に最も被害が大きくなるの
で(7)，やはり作期を分散して多様な生育ステージ段
階の水稲を揃えて危険分散することが有効であると
考えられた．刈り遅れなどが品質低下を招きやすい
ことはすでに多くの研究であきらかにされている
が(6)(11),今回調査したような大規模農家では，狭
小な圃場が各地区に分散する中，膨大な面積の収穫
をこなさねばならず，現実問題として刈り遅れ圃場
がどうしても出現してしまうのが実状である．特に，
出穂が短期間に集中し，かつ収穫期の降雨が多かっ
た2000年においては，９日以上の収穫の遅れが生じ
るなど，収穫遅延程度は大きく深刻であった．対策
としてはやはり作期分散を行うことが有効な手だて
であろう．表１に示したように，調査農家は直播栽
培を作期分散の切り札として導入を試みており，同
時期の移植と比べて１週間程度出穂が遅延する特性
を活用し（図５）(5)，作期幅を拡大しようと検討し
ていた．北陸地域の直播実践農家に対して実施した
アンケーI､調査結果では，直播での出穂期の遅れは
コシヒカリや他の品種では６～15日程度あるとの回
答が８割を占めており(ﾙ'>，作期分散の上で非常に
強力な手段であることがうかがわれる．また‘今回

摘 要

問に集中し，高温で経過した2000年の出秘期は全休
の約70％が７月29～30[1の２日間に短期集中した．
特に2000年は出穂の短期集中が激しく中生品種全
体の出穂期間1幅はわずか４日間であった．高温年に
おいて大規模農家で激しい作期集中が生じている実
態や移植時期をずらすことによる作期分散効果が小
さいことが明らかになった．
２）出穂が集中した結果，収稚が遅れた圃場では，
主として胴割粒発生による玄米外観品質の低下が顕

大規模稲作農家における出穂期の集中実態と玄米
外観品質の低下実態ならびにその要因を明らかにす
るため，1999年と2000年に新潟県上越市三和区の大
規模稲作農家を対象に，当該農家が作付けした中生
水稲品種コシヒカリとキヌヒカリの出穂期と玄米外
観品質を調査した．
l)中生品種の移植作業は12～13日間におよぶもの
の，移植から出穂までが平年並～やや高温であった
1999年の出穂期は全休の約60%が８月2～3日の２日
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著になることが明らかになった．また，刈り遅れた
場合，降雨など収穫時の気象条件によっては，胴割
れ米の他に穂発芽粒などの被害粒も発生しやすくな
ることが認めらたれた早刈りした場合↑適期刈り
に比べて大きな玄米外観品質の変化はなかった．調
査農家の作付けする中生品種の約４割が刈り遅れに
よる品質低下の可能性が高いと推察された．

３）耕作面積の極めて大きい大規模稲作農家におけ
る作期分散を進めるためには，今回調査した12～１３
日程度の移植時期III周だけでは高温年次においては出
穂の分散は困難であり，直播栽培等出柵遅延程度の
大きい技術や苗種類や栽植密度の多様化などの栽培
的手法を組み合わせて導入する必要があると考えら
れた．
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